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石材の原産地の探求は，たんに利用されていた石器石材
の由来を把握することだけにとどまらず，石材消費形態

の検討も組み合わせて実施することによって，資源とし

ての石器石材が遺跡にもたらされるにいたった軌跡とそ

れにかかわる集団関係の考察も可能にする。こうした点

から，続縄文時代石器群を対象とした石器石材の原産地

推定分析の実施は，当該期の社会の性格とその変容の問

題に切り込んでいくた坊の格好の検討材料といえよう。

しかしながら，原産地推定分析の結果を組み込んだ石器

群の研究は，いまだ本格的にはおこなわれていない。北

海道東部では，常呂川河口遺跡や旧白滝８遺跡，天寧１

遺跡の報告書で，黒曜石の原産地推定分析の結果が提示

されているが（鈴木編:2011,高橋ら:2004,武田編：

2002),通時的な変化の傾向を追跡でき愚ほどの試料は

分析されていない。まずは分析結果のさらなる積み上げ

が必要とされているといえよう。

本稿では，黒曜石製石器が多くをしめ愚北海道東部の

続縄文時代石器群を対象として，蛍光Ｘ線分析装置を

用いた原産地推定分析のデータを提示する。５つの遺跡

1．本稿の目的

北海道の続縄文時代遺跡からは豊富な石器資料が出土

する。そうした石器資料は，生業形態や居住形態，物流

形態の復元のみならず，この時期に進行した鉄器化の過
程やその背景を議論するうえでも欠かせない検討対象と
いえる。また，同時期の周辺地域，とくに本州との相違

を抽出することによって，現状では「続縄文／弥生・古

墳」という異なる時代もしくは文化とL,て認識されてき
た両地域の異同の背景を考察する有力な材料になりえる

と考えられる。筆者の一人である高倉は，こうした意義

を鑑み，続縄文時代の石器群に関する研究を進姑てきた。

まず，地域ごとでの利用石器石材の構成や製作技術の系

列の変遷を整理し（高倉:2006,2009など),地域差や

鉄器化との関連についても議論を進油てきた（高倉：
2008)。

上述のような諸課題へアプローチしていくた坊には，

現時点できわめて限られている石器石材の原産地に関す

るデータの蓄積が必要と考えられる。周知の通り，石器
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表’北海道・東北地方における黒曜石の測定値（強度比:JSX.
3100S)

TablelThemeasurementvaluesofobsidians･urcesinthe
Ｈ･kkaidoandTohOkudistricts(intensityratios)

から抽出された試料の原産地推定分析の結果を提示し，

ライフヒストリーの系列，ならびに黒曜石資源利用の社

会的ネットワークの通時的変化という課題に焦点をあて，
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2．原産地推定分析の方法

2.1測定方法

黒曜石の原産地推定については，機器中性子放射化分

析やEPMAなどを用いた試みもあるが，ここでは非破

壊で，短時間に多量の試料が分析できる蛍光Ｘ線分析

法を用いた。蛍光Ｘ線分析装置を用い黒曜石の正確な

元素分析値を得るたぬには，内部が均質で表面形態が一

様な試料を作製し，検量線法などによって定量的に分析

するのが一般的である。しかし，そのためには試料の粉

砕や溶解をおこなうことが必要であり，一般的に非破壊

での測定が要求される考古資料の分析には適さない。そ

のた砂，今回の分析では，試料の状態や装置の経年変化

による変動の影響が小さいと考えられる特定元素の強度

比をパラメータとして，原産地の推定をおこなった。

比較用の原産地採取原石については，必要に応じて新

鮮な破断面または研磨面を作製し，超音波洗浄器による

クリーニングをおこなった。遺跡出土の石器資料は，多

くの場合新鮮で平滑な剥離面があるた坊，試料表面をメ

ラミンスポンジとアルコールで洗浄してから測定した。

とくに汚れが顕著な遺物に関しては超音波洗浄器を利用

している。

蛍光Ｘ線の測定にはエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析

装置JSX-3201(日本データム製),JSX-3100s(日本電

子株式会社）を用いた。Ｘ線管球は，ターゲットがRh

(ロジウム）のエンドウインドウ型を使用した。管電圧

は３0kV,電流は抵抗が一定になるよう自動設定とした。

Ｘ線検出器は，ケイ素(S i ) /リチウム(L i )半導体検

出器を用いた。試料室内の状態は真空雰囲気下とした。

JSX-3201のＸ線照射面径は２0mm,測定時間は産出

地採取原石を600sec,遺跡出土資料を300secとした。

JSX-3100sのＸ線照射面樫は１５mm,測定時間は原石，

遺物ともに240secである。測定元素は，主成分元素は

ケイ素 ( S i ) , チタン ( T i ) , アルミニウム ( A１ ) , 鉄

( F e ) ,マンガン(Mn ) ,マグネシウム(MR ) ,カルシ

ケショマップ
系
旭川Ａ・滝川
系Ａ
旭川系Ｂ
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色麻系

'五蔵系

馬場町北系

ウム (C a ) ,ナトリウム(N a ) ,カリウム(K )の計９

元素，微量元素はルビジウム(Rb) ,ストロンチウム

(S r ) ,イットリウム(Y ) ,ジルコニウム(Z r )の計４

元素の合計１３元素とした。Ｘ線データ解析ソフトには

明治大学文化財研究施設製;JsxExtを使用した。

2.2原産地推定

黒曜石はケイ酸，アルミナ等を主成分とするガラス質

火山岩であるが，その構成成分は原産地により異なる場

合がある。とりわけ微量元素のRb,Sr,Y,Zrでは原

2８



表２判別分析における群間距離（マハラノビス距離:JSX-3100S)
Table2Distancebetweenobsidiansourcesofdiscriminantanalysis(Mahalancbis'generalizeddistancel

名寄名寄
系Ａ系Ｂ

赤面十勝
山系石沢

系

社 名 生 Ｈ 置 戸
淵 系 隠 系 山 系

所 山 ケ シ ョ 旭 川 旭 川 上 ･ Ｉ 審 美 蔓 赤 井 豊 浦 小 泊 西 青 岩 木 深 浦 男 鹿 北 上 月 山 湯 の 色 麻 土 蔵 馬 場
系 マ ッ プ Ａ ･ 滝 系 Ｂ 幌 ・ 系 Ｂ 川 系 系 系 森 系 1 1 1 系 系 系 系 Ａ 系 倉 系 系 系 町 北

系 川 系 美 蔓 系
Ａ 系 Ａ

２８０詔８５５７２９７８５鴎６９１６８９駒５２１０１１２５１２３０９７４２５２３軒５１６側２髄０１２０７７１別77150閑７１３２名寄系Ａ ０１２７１７１７１鼬０鵠２９１３４３１
名寄系Ｂ
赤石山系
十勝石沢系
社名淵系
生田原系
置戸山系
所山系
ケショマップ系
旭川Ａ・滝川系Ａ
旭川系Ｂ
上士幌・美蔓系Ａ
美蔓系Ｂ
赤井川系
豊浦系
小泊系
西青森系
岩木山系
深浦系
男鹿系
北上系Ａ
月山系
湯の倉系
色麻系

１２７１
７１７
１５４０
６８２
９１３
４３１
２帥
３棚
５５７
２９７８
５２３
閲

１６糊
５９５
２１０１
１２５１
２３０９
7425
23975
１６００
２８刷
12071
18171

０
４１３
１１曲
１０閉
３０８
２３４５
９５４
１３９３
３４５４
５冊６
帥３
１２０３
２１６６
２０５５
１２５５
１５５７
３蹄８
6075
22015
４６２２
4722
18鮎５
班7蹄

４１３
０

１５９
１６３３
３１２３
２２７０
４８８
４７７４
１６１４
４８７５
７１

１６２２
４鵠
２２５７
４６１
３７１
2976
15091
16077
２５１１
４４鮒
34145
192弧

１１６８
１５９
０

３認０
６７４６
４４１６
１４８２
７７１７
蝿9７
６１８９
３９６
４２３５
６９０
３２８２
９５７
１３０２
3203
2鋤93
1錨3７
２８３５
4916
4髄50
18569

１岨３
１６３３
３３９０

０
１１６７
４５２
４２６
１１鯛
８８７
１５４８
３２５
７９９
１０４７
３９３
２２３５
９１１
２１３７
5874
1闇5５
１１６３
2754
17140
1297ヨ

３m
３１２３
６７４６
１１６７

０
１７３６
１１２４
１０１４
３２９４
３８４３
１０２３
１蝿２
２４９７
１２３２
２０７７
２００５
３１６７
3160
20271
３９７４
3841
12734
19鯛４

２３４５

２２７０
４４１６
４５２
１７醐

０
５６７

３２５
３鯛
４駒
４印
２２１
１５鯉
１６１

３０駒
１７００
１９９５
6009
23000
６０４
2177

118駒
120弧

９５４
４８８
１４８２
４２６
１１２４
５６７
０

２７鵠
５２３
４０６７
９１
３２３
５２０
１０４６
７０７
２０１
２５２０
9552
17259
１７９９
３２３６
蝿071
17570

ｌ胡３
４７７４
７７１７
１１８３
１０１４
３２５
２７８８

０
７１
３３５
６００
１０７
１８９４
３９８
４０７９
２２１０
１８１４
蹄73
2明7５
５２６
2333
10452
1鵠9５

３４別
１６１４
２８９７
鵬１
３鯛４
期９
５２３
７１
０

１２２７
３９５
２５６
１１６９
“３
３０３４
１１９６
1787
10442
25057
７７Ｕ
別29
15056
14蛆５

６

５

９

８

３

９

７

５

７

０

３

７

４

７

８

１

８

２

７

１

６

３

４

翻
醐
咄
哩
郷
蝿
蠅
蹄
唖
皿
認
蠅
蹄
蠅
伽
Ⅷ
岬
卿
踊
蝿
制
唖１

８０３
７１
３蝿
３２５
１０２３
４別
９１
６００
３９５
１０１３

０
１０５９
蝿１
１４７４
６２５
５１

２弱1
12湖9
16166
１６７４
3516
31冊0
16蝿４

１２０３
１６２２
４２３５
７９９
１９３２
２２１
３２３
１０７
２５６
３３７
１０５９

０
１５７５
６蝿
２６３５
１１冊
２０５６
8905
264用
１２蝿
2943
12521
17502

２１６６
４８３
６９０
１０４７
２４９７
１５６２
５釦
１８９４
１１６９
２８刷
２３１
１５７５

０
１００７
１０側
２明
2091
147閲
13214
９８２
2640
400蹄
12861

２０５５
２２５７
３２８２
胡３
１２３２
１６１
１０４６
３９８
４４３
８６７
１４７４
６４３
１００７

０
３４７９
１９６６
１５０２
鯛44
1髄2８
５３９
1339
22137
蝿2６

１２５５
４６１
９５７
２２３５
２０７１
３０６７
７０１
４０７９
３０３４
６３５８
６２５
２６３５
１０４０
３４７９

０
１弱４
3862
14258
18237
３４６４
4913
36569
鰯1刑

１５５７
３７１
１３０２
９１１
２，０５
１７００
加１
２２１０
１１９６
４１０１
５１

１１６８
２９９
１９６６
l334

U
2329
13030
16724
１５０９
3351
2890Ｕ
１桶2Ｎ

３２６８
２９７６
３２０３
２１３７
３１６７
１９９５
２５２０
１８１４
１７８７
１８０８
２５３１
２０５６
２０９１
１５０２
鵠6２
２３２９

０
５６４３２
４７３５
１帥5９
198

18腿５０
剛677

帥75
15091
2鋤9３
５８７４
３１６０
６００９
９５５２
８８門
I0442
10522
12789
8905
147船
9344
14258
130鋤
56432

0
25946
４１鮒
３１船
８１剖
117帥

22015
16077
１蝿3７
18755
20271
２制0,
17259
29775
25057
３Ｗ0７
16166
２別7８
13214
18628
18237
16724
４７３５
25946

０
３２３４５
416

311464
45422

４６２２
２５１１
２閑５
１]6３
３９７４
帥４
１７９９
５２６
７７０
紺1
1674
1246
９８２
５３９
３４６４
1509
19059
4198
32345

０
１７４９
１１０４６
禰蹄

４７２２
４４０８
胡1６
２７５４
期4１
２１７７
３２３６
２３３３
２４２９
２２９６
３５１６
２９４３
２６４０
１３調
４９１３
３３５１
１鯛
３１閑
４１６
１７４９

0
159259
１７齢１

１８帖５
3414Ｅ
４６關０
1714Ｕ
12734
１１蹄９
24071
１帆5２
１帥5６
７７１３
31980
12521
４側5３
22137
３閲6９
２駒00
180250
8184

311464
11046
159259

Ｏ
４５７Ｈ

25725
192別
18569
12973
198剥
120馴
l7570
13395
14485
11224
16994
17502
12861
9926
22134
16528
21677
117帥
45422
6768
17661
４５７６

Ｍ

21413
25239
31163
16124
１８蹄８
１２鮒６
20169
１１胡３
13747
８９２１
22896
1401：
２蹄4７
16445
28543
21372
129378
13052
228616
10370
109279
１３７７
107柵

10型3
13251
16髄９
７１２２
８鯛６
５師６
９７０８
5220
６５２５
4016
11084
鯛50
11384
蹄80
14996
1帖36
32106
5586
5蝿０５
詔76
2冊8５
３１８
165ヨ

土蔵系
馬場町北系

'505321413252詔311631612418538129諦却1691138313747駒２１２２籾６１４０１８２６３４７１出45285432137212蝿７８１３０５２２羽６１６１鴨７０１鯛27913771078‘
713210443132511656971228鼬６５６０６９７０８５２２０６５２５釦１６１１帖４６８５０１１３８４５８８０１４蝿6106363210655髄弱805337628385３１８１６５３

０
９５

５

０

９

判別図や測定値による比較では，測定者ごとでの悪意

的な判断を完全に排除することは難しい。そこで多変量

解析の一つである判別分析をおこなった。判別分析では，
上記のパラメータをもとにマハラノピス距離を割り出し，

各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率は反比例
の関係にあり，試料と各原産地の重点間の距離が最も短

い原産地（群）が第一候補となる。なお，分析用ソフト

ウェアには明治大学文化財研究施設製;MDR１.０２を使

用した。JSX-3201の基準試料の測定強度比や判別図の

参考資料としての各原産地（重点）間のマハラノビス距

離については，金成ら(2010)を参照していただきたい。

JSX-3100sの測定強度比の平均値を表ｌに，各原産地
(重点）間のマハラノビス距離を表２に示した。

産地で組成差がより顕著に認坊られる。望月は，その組

成差から黒曜石製石器の原産地推定が可能であ ろと考え，

上記の４元素にK,Fe ,Mnの３元素を加えた計７元

素の強度比を組み合わせることで原産地推定分析をおこ

なっていろ（望月ら：1994,望月：1997)。これら７元

素による分析の有効性は，ガラスピードを用いた定量的

分析によっても裏付けられている（鴫野ら:2004)。こ
こでも上記の望月の判別方法を踏襲し，原産地推定のパ

ラメータにRb分率{Rb強度×100/(A=Rb強度+Sr

強度+Y強度+Zr強度)} ,Sr分率(Sr強度×100/A) ,

Mn強度×100/Fe強度,Log(Fe強度/K強度）を用

いて判別図を作製し，判別分析はZr分率(Zr強度×

１００/A)を加えておこなった。なお，今回は分析機器を

二台使用している。分析値は機械固有であるため，分析

値の相関はないが，原産地推定の精度は相違ないことを

確認している。

判別図の作製は，まず原産地採取試料（基準資料）の

測定データをもとに２種類の散布図(Rb分率vsMn
Xl00/Fe ,Sr分率vsLog(Fe/K) )を作製し，各原

産地を推定するための判別域を決定した。次に遺物資料
の測定結果を重ね合わせて大まかな判別をおこなった。

2.3黒曜石原産地の名称と地理的位渥づけ

黒曜石の原産地推定にあたっては，日本の黒曜石産出

地データベース（杉原・小林:2004,2006)を使用し，

この葱かから既存の文献・寶料を参考に現地調査をおこ

石器石材に利用可能と思われ碁黒曜石の原産地をない，

選択した｡ただし，ここでは黒曜石の原産地を北海道・

東北地方に限定して考察しており，関東，中部，北陸，

2９



表３北海道・東北地方における黒曜石原産地の区分
Table3Classificationofobsidians･urcesintheHokkaidoandT｡h･kudistricts

量出
△
。
。
△
○
○
○
△
’
’
○
△
○
△
｜
｜
△
△
○
｜
Ｏ

産産出地(point)
智恵又川，忠烈布川，朝日川，下川橋
赤石山，八号沢，球穎の沢，幌加沢，流紋沢川，幌加蜂の巣沢，幌加湧別川，湧別ﾉI|
十勝石沢の露頭，｜･勝石沢川．白土の沢，あじさいの滝,１K露頭，幌加蜂の巣沢，
幌師湧別川（野宿の沢)，湧別川
サナプチ川，湧別川
仁田布川．背谷牛山南東麓

地区(area)
a)北海道地方名寄地区

白滝地区

ｊｓ

系

．》系岬椒
く
寄
石
勝

系
名
赤
十

沢
頭

号
露

八
の

社名淵地区
生田原地区
置戸地区

社名淵系
生田原系
置戸山系
所山系
ケシヨマツプ系
旭川系
滝川系
上士幌系
美薑系

置戸山，訓子府川，墓地の沢川，常呂川
所山，オンネアンズ川，墓地の沢川，常呂川
ケショマップ川，セノ沢（武利川）
高砂台（雨粉台)，近文台
江部廷，秩父別，火和，美業牛
1--の沢，タウシュベツ川，芽豊川，旭ヶ丘．居辺川‘
十勝川，鎮練川，佐幌川
土木川
豊泉
小泊中学校，祇腰内
鷹森111,天円内川，新城川
出来島，鳴沢川（建石町)，中村川，鶴ヶ坂
六角沢，岡崎浜
金ヶ崎，脇本
雫而（小赤沢)，折居，花泉
田代沢・大越沢．長防lll｡上野新田（小野木山）

，オンネアンズII
ヨマップ川，セノ
台（雨粉台)，近
邑，秩父別。大和

ケショマップ地区
旭川地区
滝川地区
十勝地区 音更JI|

赤井川地区
豊浦地区
小泊地区
西青森地区
岩木山地区
深浦地区
男鹿地区

赤井川系
豊浦系
小泊系
四青森系
岩木山系
深浦系
男鹿系
北上系
月山系

b)東北地方

北上地区
月山地区
湯の倉地瞳
色麻地区
秋保地区

湯の倉系
色麻系
上蔑系
馬場町北系

湯の倉
東原
土蔵，水上南
馬場町北

｜
△
’
○

産出量；○夢，○有．△少，一極少

九州地方に関しては検討していない。

黒曜石原産地の判別にあたっては，各産出地を火山体，

島喫，河川流域，岩石区等の地形・地質的条件によって

枠組みをおこない，これを「地区;area」と名づけ，

現在，黒曜石が産出する地点（露頭・散布地など）を
｢産出地区域（単に産出地とする);point」とした（金

成ら:２０１０など)。今回の原産地推定に利用した「系；
series」は，「地区」内の「産出地」のうち，蛍光Ｘ線

分析の結果に地形・地質情報を参考にして判別された地

理的に隣接する「産出地」群で，岩石化学的原産地を指

す。それぞれの「系」内の黒曜石原産地については，火

道や貫入岩の位置，噴出物の産状や分布状態黒曜石の

岩石学的特徴（含有する斑晶鉱物，球穎の有無，色調，

透明度趣ど）についても検討をおこない，この原産地設

定が火山地質学的に有意義であることを確認している。
ただし，同一の「系」内の産出地でも，複数の判別域が

存在する場合や，異な患「系」どうしで判別が困難な例
も存在する。また，黒曜石産出地には噴出源に近い一次

産出地のほか，河川や海流によって遠方に運ばれた二次

産出地があり，ここでの判別域は考古学的原産地（石器

時代における採取地）を示すのではない。北海道・東北
地方におけ愚黒曜石原産地の区分については表３に示し

た。詳細な黒曜石の原産地の産出状況については金成ら

(2010)を参照していただきたい。

３．分析対象

本論の分析対象は，釧路市興津遺跡（澤・西編：1977,

澤編:1978,1979),三津浦遺跡（湧・西編:1976),ノ

トロ岬遺跡（山本編：1984)，白糠町河原遺跡（富水・

澤：1966，高倉・松田:2009),標津町伊茶仁チシネ第
一竪穴群遺跡３層（椙田編:1992)から出土した黒曜石

製石器である。図１に遺跡の位置を示した。

興津遺跡，三津浦遺跡，ノトロ岬遺跡は，太平洋に面

する海岸段丘面に立地している。河原遺跡は内陸の河岸

段丘面に，伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡は扇状地にそれ

ぞれ立地している。帰属時期は，続縄文時代の前半期か

ら後半期にまでおよんでいる。続縄文時代の時期区分は

前稿（高倉:2009)で示した土器型式による区分にもと
づき,１期をフシココタン下層式・興津式，Ⅱ期を下田

ノ沢Ｉ式，Ⅲ期を下田ノ沢Ⅱ式，Ⅳ期を後北C２-D式，

Ｖ期を北大式期とする。分析対象の帰属時期の判定は，

共伴する土器資料の型式認定にもとづく。遺構からの出

土資料の場合，帰属時期を特定の段階までしぼりこめ患

場合がある。しかし，いわゆる遺物包含層出土の場合，

３０



u唇雲 ★主要毒黒曜石の原産地
識:白滝地区ｂF置戸地Ｚ

★主要毒黒曜石の原産地
識:白滝地区ｂF置戸地Ｚ

ヅ一

■

制睡 ｃ:十勝地区
。:赤井川地区

● 分 析 対 象 遺 跡
１ : 興 津 Ｚ : 三 溺 甫
ヨ:河原４９伊茶仁チシネ
５:ノトロ岬

ｃ:十勝地区
。:赤井川地区

● 分 析 対 象 遺 跡
１ : 興 津 Ｚ : 三 溺 甫
ヨ:河原４９伊茶仁チシネ
５:ノトロ岬

○ Ⅲ

④
■

町

。
Ｉ
Ｊ

咳夢 。
Ｉ
Ｊ

咳夢
３０。

割
140。

二 口

で ４刻
達

〆ｂ
: 、 -

、毒！
▲

‘１

１

〃・・■・“ロロ｜唾・・一■画可■■■由も、

★． --

3●

１２５由

ワ
４

０ １“kｍ
ー

図ｌ主要な北海道の黒曜石原産地と分析した遺跡の位置
Fig.1Maj･robsidiansourcesinHokkaidoandlocationofanalyzedsites

共伴する土器型式の構成次第では，推定される帰属時期

が複数の段階にまたがってしまうこともあ患。まとまっ

た量を分析するた功には，遺構外のいわゆる遺物包含層

からの出土資料も分析対象としなければならなかった。

今回は，報告書に示されているものを分析資料とす患こ

ととし，石質の差異などにも注意をはらいながらその抽

出をおこなっていった。

興津遺跡からはＩ期からⅢ期までの遺物が検出されて
いる。表面採集資料も含猫，帰属時期はすべてＩ～Ⅲ期

と考えられる。竪穴住居趾の床面出土資料は，伴出した

土器の型式から時期の特定が可能であ馬。表４に示すよ

うに,I期，Ⅱ期，Ⅲ期にそれぞれ帰属する資料を分析

できた。三津浦遺跡の分析資料には，遺構覆土と遺構外

から出土したものを含んでいる。伴出土器型式からみて，

表面採集資料も含めてⅡ～Ⅲ期に帰属すると考えられる。

河原遺跡と伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡３層は，いずれ

も報告書で指摘されてい愚ように後北C２-D式の単純遺

跡・層であり，分析した資料はⅣ期に帰属するとみられ

る。ノトロ岬遺跡からは北大式土器と擦文式土器が出土

しており，擦文期に帰属する可能性がある資料（とくに

PIT１０．３２．３６．４０出士の石核）も一部にあるが，石器

群の技術型式論的諸特徴にもとづく限り，大半はＶ期に

帰属していると考えてよかろう。

分析した石器の器種には，石鑑，尖頭器，両面調整石
器，掻器，削器，有柄石器，石錐，石匙，模形石器，石

核がある。 北海道東部の続縄文時代石器群で確認され輻

剥片石器の器種は，一通り網羅的に分析したことにな署。

試料の器種分類・抽出は高倉がおこない，興津・三津浦
遺跡の試料は明治大学文化財研究施設所管の JSX-3201,

河原・伊茶仁チシネ・ノトロ岬遺跡の試料は同所管の

JSX-3100sを用いて分析をおこなっている。

４．分析結果

結果を表４～８，判別図を図２～６，器種との対応関
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興津遺跡出土寶料の分析結果表４
Table４Resultoftheanalysisofthemateria lsfromtheOkotsusite

"(Iw｡候繍１
０．２１上士幌・
0.21上士幌・
0.19上士幌・
０．２４所山系
０．２１所山系
０．２３所山系
0.19赤石111系
0.15上士幌・
0．１７上士幌・
0.20上士幌・
0.2Ｚ上士幌・
0 .14判別不可
0-22所山系
0.21上士幌・
0.20上士幌・
0.21上士幌・
0.18上士幌・
0.21上士幌・
0.21上士幌・
0.21上士幌・
0.22上士幌・
0.20上士幌・
0.20ヒヒ幌・
0 . 1 9所山系
０．２１判別不可
０．２１判別不可
0.21上士幌・
0.21上士幌・
０．２０上士幌・
０．２１上士幌・
0 . 2 4所山系
0 . 2 3所山系
0．１８上士幌・
0.21上士幌・
0.20上士幌・
0 . 2 1所山系
0.20上士幌・
0.19上ｌｒ幌・
0 . 2 3所山系
０．２０上上幌。
０．２０上上幌。
０．２０上士幌・
０．２１上上幌。
0．１９上士幌。
O‘2３上士幌・
0.22上士幌・
0.21上士幌。
O‘2０上士幌・
０．２０上士幌・
０．２１上士幌・
０．２１上士幌・
0.23所111系
0.21所111系
0.20上士幌・
０．２０所111系
０．２４所山系
0.23所111系
0‘2３所111系
O‘1７所11｣系
0.22上士幌・
0 . 2 3所山系
0 . 2 1所山系
0.22上士幌・
0 . 2 2所山系
O‘2２上士幌・
0‘2３上士幌・
0.21上士幌・
０.１９１-勝打沢
０．２２上士幌・
0.22上士幌・
0.23上士幌・
0 . 1 8十勝石沢
0-22上士幌・
0.22所111系
0 . 2 4判別不可
0.14上士幌・
0 . 2 2所山系
0‘2３上士幌。
O‘2２上士幌・
0.15上士幌・
0 . 2 4所山系
0 ‘2３所山系
0.23所111系
0.22上士幌。
O‘2３所l｣I系
0 . 2 4所山系
0.21上士幌・
0.20上士幌・
0．１７上士幌・
0.22上- t幌・
0.17上士幌・
0.20上士幌・
0.21上士幌・
0-21上士幌・
0-20上士幌・
0.21上士幌・
0-21上士幌・
0-23上士幌・
0.21上士幌・
0.22上士幌・
0.20上1二l幌・
0.22上上幌。
0.21上士幌・
0.22上士幌・
0 . 2 3所山系
0.20上士幌・
0.18上士幌・
0 . 2 1判別不可
0.20上士幌・
0-20上｡.t幌・
0.20上士幌・
ｎ２０ｋ-ｆ舎幌。

MmX
100/Fｅ
3.55
3.91
3.88
3.30
３．１０
3.36
3.77
4.02
3.78
3.89
3.74
3.69
3.44
3.83
3.84
3.61
4.19
３．８７
３．９５
４．００
３．４６
３．８４
４．０２
３．５３
３．９４
3.77
3.90
4.00
3-87
3-85
3-26
3-43
3-54
3-88
3-88
3-31
４．１３
４．１５
３．３３
３．８２
３．８７
３．７４
３．７３
4.13
3.93
4.04
3,93
3.84
３．５８
３．８９
３，６６
３，３６
３，４４
３，７４
３，２６
３．４６
３．３５
３，３１
３，５２
３．８９
３．２１
３．２６
３．７８
３．３９
３，８０
３，７１
３．７０
４．４４
３．７０
３．８９
３，７８
４，３７
３．７１
３，００
３．６８
３．８９
３，４５
３，７６
３．４７
４．２８
３．１８
３．４３
３，０６
３，７９
２，９１
３．１０
３．７４
３．７４
４．０３
３．６０
４．０８
４．１３
３．９７
３．４９
３．５６
３．６６
３．８４
３．８３
４．００
３．８０
３．６５
３．７２
３．８９
３．６１
３．５４
３．８６
３．９１
３，７９
３．８３
３．８９
３．９０
ヨー7，

遺構・層位
1号住居床面
1号住居床面
1号住居床面
４号住居床面
4号住居床面
6号住居床面
6号住居炉趾
6号住居炉趾
6号住居炉カヒ
6号住居炉趾
6号住居’|戸趾
6号住居1戸趾
6号住居戸趾
６号住居間趾
６号住居函Ｉ
７号住居床面
7号住居床而
7号住居床面
７号住居床曲
７号住届床面
７箒住居床面
7善住居床面
7善住居炉向１
７号住居炉趾
7号住居炉打１
８号住居床面
５号住居床面
8号住居床面
8号住居床面
8号住居床面
８号住居床而
８号住居床面
8号住居床面
8号住居床面
8号住居床面
８号住居床而
8号住居床面
８号住届炉h1
10号住居床ｉ
ｌＯ号住隅床『
１０号住崎床ｉ
ｌｏ号住j浄床『
１０号住居炉１
１０号住居炉ｆ
１０号住居炉１
１０号住居炉１
１０号住居炉１
１０号住居炉１
１０号住居炉１
１０号住居炉！
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
111層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ眉下
Ⅲ盾.ﾄ゙
Ⅲ層下
Ⅲ層下
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ眉上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
、層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ壇上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
Ⅲ眉上
Ⅲ層上
Ⅲ層上
表操
Ⅲ層上
表採
、匡卜

器穂 時期確率距離候補２ 確 率 距 離 報告書
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
月

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
←
甸
妄
⑪
←
⑪
一
団
一
団
←
⑪
←
⑪
←
⑪
←
⑨
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
上
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ト
ル
ル
ル
ル
ル
レ
ル
ル
ル
ル
ル
レ
ル
ル
Ｌ
Ｌ
Ｌ
出
Ｌ
Ｌ
Ｌ
碓
醒
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ル
ル
ル
ル
ル
ト
ー
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ル
ト
Ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
ト
ー
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ

＃
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

料
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
腿
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

試
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ

Ｒｂ分率Ｓｒ分率

40‘1６14.51
38.5414.45
40.1412.27
36.1317.76
36.9017.65
36.5919.17
45.29８．４８
41.1715.54
41.2212.11
40.3115.29
40.8513.03
３９．１２14.35
36.2117.97
41.9913.07
４０．０７15.37
39.53１３-１８
42.3813.46
３９薑B３１５=5９
３９薑9２12.10
42.0514.18
41.2814.02
40.8212.43
40.92１３二2６
36.2216.96
35.7715.08
39.6515.80
39.5014.63
38.9714.33
40-8313.03
３遇=3３15.48
３６-０５18.68
識言6割20.01
４３-０４14.98
３９．１２13.72
39.2612.37
36.2717.64
41-9314.88
40.8112.42
36.6718.18
39.4414.84
４１．１４14.31
39.3314.05
38.93１３．１７
40.4213.02
38.5116.37
40.1314.47
39.4413.95
40,7715,02
40.6713.63
39.5315.67
39.2915.27
36.4316.45
34.3519.36
39.7613.42
26薑aＢ17.10
35.8117,03
37.1518.21
37.39１９．０３
36.0118.43
39,8912.22
36,2616.30
35,9918.20
38,2615.59
36.3817.23
40.7113.77
42.0714.11
39.1513.15
53.46３．２４
38.9014.87
40.1714.30
38.3416.26
53.47４．７６
39.47１６．０１
35.8918.22
36.6117.41
38.9413.33
36.7717.35
41.5213.65
39.1415.60
39,1014.34
34.7618.17
34.6516.72
Ｈ６薑g且17.48
41.1012.62
37.6017.13
35.9316.95
41.4414.07
40.7914.44
40.4615.04
41.9214.25
41.1415.28
39.8813.75
38.6914.81
40.4612.82
39.5013.45
37.8013.63
39.4915.66
37.7815.81
40.4515.28
40.0013.38
39.8016.23
41,11１４‘2２
４１．０７13.18
40.4613.66
36.3318.39
39.57１５‘8５
41.24１４‘6０
39.3316.49
39.1415.74
３９．０６１６．１８
39.2412.72
４，Ｒ乳ＭＲ１

Zr分率

25.85
27.31
27.17
32.99
30.73
29.69
25.20
22.86
27.86
23.47
27.22
26.44
29.41
25.46
25.91
27.65
26.08
25.15
26.38
24.82
27.52
27.25
26.10
31.01
2ａ44
27.55
24.94
27.26
26-37
26-69
29-08
30-50
24-88
27-39
26-07
31.06
27.04
25.99
30.47
26.69
25.54
25.13
27.52
26.57
25.44
24.10
27.84
27.10
26.53
24.47
25.66
30.88
31,06
26.02
32,10
30.44
30.B9
29.09
31,27
26.88
30.57
29.44
25.75
32.]4
25,65
25.36
28.95
19.69
26.43
25.06
26.19
18.63
25.69
31.10
31.71
26,84
31,58
26,91
26,24
26.40
29.40
31,94
30.74
26.88
31.04
32.98
25.88
26.99
22.61
25.27
26,15
27.00
26.27
25.75
27.63
28.87
27.00
27.55
27,43
27.83
24.72
27.16
24.74
25.28
30.03
24.25
25‘47
24.68
25.28
24.34
28.52
,月_Ｅ１

石鹸
有柄石
有柄石
有柄石
削器
石鍬
石鹸
両面調
有柄石
有柄石
削器
掻器
削器
削器
削器
石繊
石鑑
有柄石
有柄石
削器
削器
削器
削器
削器
掻器
石錨
石鑑
石鑑
石継
有柄石
有柄石
削器
掻器
削器
削器
削器
掻器
有柄石
石鍍
石錐
有柄石
掻器
石鎌
石鹸
両面調
有柄君
有柄君
削器
削器
削器
石鍬
万鎌
尖頭器
尖頭器
尖頭器
尖頭器
尖頭器
尖頭器
両面調
掻器
削器
有柄街
削器
石匙
石鑑
石鑑
石錐
荊錐
石錐
石蟻
石鍍
石鎌
石錐
尖頭器
尖頭器
尖頭器
石鍛
石盤
石鑑
有柄石
有柄宿
有柄石
有柄石
有楠石
有柄石
有柄帝
有柄調
有柄布
有柄石
有柄石
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削.器
削器
間１１器

ⅢＪ１
Ⅲ１１
Ⅲ１１
ＩｊＩ
Ｉ１Ｉ
Ｉ１Ｉ
Ｉリ！
Ｉ１ｌ
Ｉ１Ｉｌ
Ｉ雌’
１期
Ｉ蝿
Ｉ難
ＩｊＭ
ｌ斑

離
醗
躍Ⅱ鼬
皿班
Ⅱ班
Ⅱ繩
Ⅱ111
Ⅱ111
Ⅱ111
Ⅱ111
Ⅱ111
Ⅱ川
Ⅱ1M
Ⅱ川
Ⅱ:ｌＨ
Ⅱ:ｌＨ
Ⅱ:11｜
Ⅱ:１１
Ⅱ１１
Ⅱ１１
ⅡＩＩ
ｎＩＩ
Ⅱ』！
ⅡＪ１
ⅢＪ１
Ⅱ１１
Ⅱ１１
ⅡjＩ
Ⅱ.１１
Ⅱ.１１
Ⅱ１１
Ⅱ１１
１～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ期
I ̅Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ:IM
１～Ⅲ:明
Ｉ～Ⅲ:明
Ｉ～Ⅲ:|Ｈ
１～Ⅲ:|月
Ｉ～Ⅲ組
I ̅Ⅲ組
I ̅ Ⅲ掴
I ̅ Ⅲ組
I ̅ Ⅲ掴
I ̅ Ⅲ掴
I ̅ Ⅲ掴
I ̅ Ⅲ掴
I ̅ Ⅲ細
Ｉ～Ⅲ湖
Ｉ～Ⅲ綱
Ｉ～Ⅲ期
Ｉ～Ⅲ綱
I ̅Ⅲ綱
I ̅ 皿澗
I ̅ Ⅲ用
I ̅ Ⅲ用
Ｉ～Ⅲ鋼
I ̅Ⅲ弧
Ｉ～Ⅲ砥
I ̅皿班
I ̅皿誰
I ̅皿稚
I ̅ Ⅲ勘
I ̅Ⅲ鼬
I ̅ 皿弼
Ｉ～Ⅲ離
Ｉ～Ⅲ難
Ｉ～Ⅲ難
Ｉ～Ⅲ難
Ｉ～Ⅲ難
Ｉ～Ⅲ鰯
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１６
８７
８６

2-1
2-2
2-3
2-11
2-12
2-15
2-13
2-16
2-10
2-9

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

系
系
系
系
系

蔓
蔓
蔓
蔓
菖

美
美
美
美
美

□
■
□
■
君
悪
稲
■

Ａ
Ａ
Ａ

系
系
系

蔓
蔓
蔓

０．００１００２．９1 - 0 0 ４

係を喪９～1３で整理した◎表４～８中の「報告書」の

項目は，調査報告書の図版番号を示している。

興津遺跡出土資料に関しては，測定資料１１３点のうち

判別が可能であった１０７点では，上士l幌・美蔓系Ａが

７７点（７２％)，所山系が２７点（２５％)，十勝石沢系が２

点（２％)，赤石山系が１点（１％）であった。上士幌・

美蔓系Ａの比率が高く，次いで所山系が高い。少数だ

が赤石山系や十勝石沢系の利用も認められる。時期が特

定できる試料をみていくと,１期は１１点中，上士幌・

美菖系が６点，所山系が４点，赤石山系が１点，Ⅱ期は

33点中，上士幌・美蔓系Ａが２８点，所山系が５点，

Ⅲ期は３点すべてが上士幌・美蔓系Ａと判定された。

時期による差異はとくに見出せなかった｡器種と原産地

との対応関係については，石鑑や掻器で上上幌・美蔓系

Ａが多く，尖頭器や両面調整石器，削器，有柄石器で

は上士幌・美蔓系Ａだけでなく所山系の利用も一定数

認坊られた。尖頭器に関してはむしろ所山系の比率の方

が高くなっている。

三津浦遺跡出土資料に関しては，判別が可能であった

測定資料５０点のうち，上士幌・美菖系Ａが２５点（5０

３３



伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡出土資料の分析結果表７
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(F巳Ｍｎｘ
１００/Fｅ
3.26
3.80
3.28
2.84
2.95
440
4.77
ａ2１
3.37
3.29
3.50
3,23
3.29
3.24
3.23
3.38
３．６３
3.34
3.32
３．３３
3.32
3.17
３．２８
３．０２
３．９７
３．０５
３．０７
３．３８
３，１２
３．２１
３，０８
３．４４
３．１６
３．８０
３．２８
３．７９
３．１６
３．８３
３‘1９
３．２３
３．２８
４４８
３-７３
３．１９
H-R月

瀞 確 率 距 離 報 告 書 器種

石鎌
石鑑
軒推
石錨
石推
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
削器
石錐
石錐
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器

確 率 距 離 候補２

_上士幌・
西青森系
上士幌・
美蔓系Ｂ
豊浦系
赤石山系
赤石山系
脂-ﾄ今幌・
ｆ-上幌■
ｋ十岨・
ヒー胎軽・
上士幌・
上士幌・
脂十蝿・
上士幌・
上士幌・
上士幌・
上士幌・
上{舌幌・
上士幌・
上士幌・
上士幌・
脂-卜皇幌・
豊浦系
I色-t幌･
脂十唖・
豊浦系
上士幌。
Ｅ十幌・
上士幌・
I色十鯉・
上士幌・
'色十幌・
西青森系
上士幌・
西青森系
､上上幌・
西青森系
上士幌・
上七幌・
上士幌・
赤石山系
西青森系
上士幌・
西青森系

Sr分率

'8.02
15.39
17.69
22.03
21.72
３．６４
4.19
18.71
18.76
18.51
17.90
18.80
17.55
18.00
18.19
18.53
10.41
17‘35
17.61
17.76
1841
18.32
18.89
22.7４
8.80
19.08
22.64
17.72
16.70
18.51
19.09
10.08
18.46
15.78
18,35
15.42
18.23
15.39
18.47
19.76
17‘9７
４．４４
16.37
19.29
１門_５９

Zr分率

30,04
28.68
30.23
40.21
39.99
20.10
19.91
31-93
29.92
31-60
31.13
30.60
29.84
31,64
30.18
30.96
25.26
31.13
33.07
31.52
32.29
31.14
31.66
39.92
24.62
29.63
41.23
32.16
32.50
32.12
３０.皿
24.39
29.87
２６．０４
31.26
26.03
30.35
26.07
30.24
29.33
31.25
20.73
25.32
29.81
２４-９１

候補１

所I1』系
曠-恰提・
所山系
置戸11l系
置戸山系･1･勝石沢
十勝石沢
所山系
所llI系
所山系
所山系
所山系
所山系
所山系
所山系
所山系
赤石山系
所山系
所山系
Jr11l系
所山系
所山系
所山系
置戸山系
赤石山系
所山系
置戸山系
所111系
所山系
所山系
所山系
赤石山系
所山系
ｆ-惜哩・
所山系
上士幌・
所lll系
上上幌・
所山系
所山系
所山系
十勝石沢
上'三幌・
所山系
上士幌。

試料恥

ＣＳＮ1.OO1
CSN1･OO2
CSN1-003
CSN1-004
CSN1-005
CSNl-006
CSN1-007
CSN1-OO8
CSNl-OO9
CSN1-O10
CSN1-011
CSN1-012
CS藤1-013
CSN1-Ol4
CSN1-O15
CSNl-Ol6
CSN1･Ol7
CSN1-018
CSN1-019
CSN1-020
CSN1-021
CSNl-O22
CSN1-O23
CSN1-024
CSNl-025
CSN1-026
CSN1-027
CSN1-O28
CSN1-029
CSN1-030
CSN1-O31
CSN1-O32
CSN1-O33
CSNl-O34
CSN1-035
CSN1-036
CSNl-037
CSN1-038
CSN1-039
CSNl-040
CSN1-041
CSNl-042
CSN1-043
CSN1-O44
CgN1-D4月

Ｒｂ分率

35.96
38.36
36.]5
25.40
26.37
54‘04
53.71
34.90
36-98
35.95
35.99
36.16
37.76
34.93
37,53
35.94
46.12
36.18
34.91
36.59
36‘24
36.88
34.90
25.67
45.50
36.46
25-63
35.17
35.33
34.45
35.82
46.29
36.62
39.63
35,12
40.68
36.71
39.28
36.85
36.75
36.65
52.78
39.81
35.87
且9-17

Ａ

Ａ

系

系

蔓

蔓

美

美

凸茜蝿旧や

'6-1
16-2
16-3
16-4
16-5
16-6
16-7
16.8
16.9
16-10
16-11
16-12
16-13
16-14
16-15
16-16
16-17
16-18
16-19
16-20
16-21
16-22
16．23
16.24
16.25
16句26
16-27
17-1
17-2
17-3
17-4
17-5
17-8
17-9
17-10
17-11
17-12
17-13
17-14
17-15
17-16
17-17
17-18
17-19

0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.００
０．００
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.００
０‘O０
０．００
０．００
０‘00
0.00
0.00
0.00
0.00
0-00
0.00
０．００
０．００
０．００
０．００
０．００
０．００
0.00
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
０．００
０．００
０．００

６６
３５
63
175
175
177
199
114
８０
１００
８３
９８
７０
９１
９４
７３
７２
６８
１０９
86
115
113
102
150
８１
１２０
１８０
８８
１０９
１１９
１１５
９８
９０
１９
８８
３８
１０１
４１
９９
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９０
１５０
２９
９９

０

０

０

０

０

０

０

０

０
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０
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０

０

０

０

０

０
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■

宮

Ｐ

■

■

■

■

■

■

心

寺

凸

■

■

け

■

■

■

■

■

■

宮

■

■

■

宮

■

■

守

凸

。

■

守

口

け

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

宮

■
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１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
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１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

５

８

４

２

２

３

６

３

５

４

６

１

４

４

３

２

４

５

５

７

４

３

５

８

２

８

８

１

８

９

１

３

２

４

３

２

７

３

６

５

６

１

５

８

冊

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

0.17
0.14
0‘17
0.36
0.34
0.09
0.07
0,14
0.13
0,14
0.10
0.14
0.14
0.15
0.14
0.15
0.10
0.14
0.13
0.14
0.14
0.15
0.14
0.31
0,09
0.15
0,30
0.13
0.15
0.13
0.16
0.13
0.17
0.14
0.14
0.12
0.14
0.12
0‘14
0.15
0.14
0.09
0.13
0.15
,-1２

・美蔓系Ａ

系
系

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系

蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
薑

美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美

□
■
□
■
□
■
巳
■
品
■
申
■
■
■
■
■
■
□
□
■
由
■
由
巳
壼
零
ｍ
■
壼
甦
暇
凸
毒
認
炳
争
■
甲

Ａ

Ａ

Ａ

系

系

系

蔓

蔓

墓

美

美

美

①

●

■

Ａ

Ａ

系

系

豊

豊

系

美

美

【
魎
踊
■
。

･美菖系Ａ
0 - ０ ０ ４ ２ 1 7 - 2 0

表 ８ ノ トロ岬遺跡出土資料の分析結果
Table８ Result･ftheanalysisofthematerialsfrom theNotoro-mi息囲kisite

" ( F ･候補】確率
0.08．ｋ十幌・美蔓系Ａ１．００
０．１２．侶十幌・美蔓系Ａ１．００
０．０９上士幌・美蔓系Ａ0.92
0 ‘ 1５Ｉ巳十幌・美蔓系Ａ0 .98
0 . 1 2脂･ {寺幌・美蔓系Ａ1 . 00
0 . 1 4 上士幌・美蔓系Ａ 1 . 0 0
0 .0912 -胎幌・美蔓系ＡＯ‘9９
０．１４上士幌・美蔓系Ａ１．００
０．１２Ｉ逗-1号幌・美蔑系Ａ１‘00
0-11上-１冒幌・美蔓系Ａ１．００
０．１０卜L-f幌・美蔓系Ａ１‘00
0 -12上士幌・美蔓系Ａ1．００
０．００判別ｆ口１
０-１３卜十幌・美蔓系Ａ１．００
０．１３脂-}=幌・美蔓系Ａ１．００
０．１３脂-卜舎幌・美蔓系Ａ1.00
0 . 3 3 美 蔓 系 Ｂ 1 . 0 0
0,11Ｉ三一卜皇幌・美蔓系Ａ１．００
０．１４．眠-卜今幌・美蔓系Ａ1.00
0 . 13上 .士幌・美蔓系Ａｌ､0０
０．１１脂-侶幌･美蔓系Ａ1.00
0 . 12膿 -卜g幌・美蔓系Ａ1 .00
0 .14上上幌・美蔓系Ａ１．００
０．１０Ｊ全一と幌･美蔓系Ａ1.00
0 . 1 2 - 上 ! : 幌・美蔓系Ａ1 . 0 0
0 . 1 3 上十晩・美蔓系Ａ 1 . 0 0
0 , 1 2川里十晩・美蔓系Ａ1 , 00
0 . 1 2 上 十 晩 ・ 美 蔓 系 Ａ ｌ . “
0 . 1 3．ｋ十硯・美蔓系Ａ1 . 00
0 . 1 3．ｋ十幌・美蔓系Ａ1 . 00
0 . 1 3．ｋ十晩・美蔓系Ａ1 . 00
0 .11ｋ十幌・美蔓系Ａ１．００
０．０９．侶十幌・美蔓系Ａ１．００
０．０９上-上幌・美蔓系Ａ１．００
０．１２上-胎幌・美蔓系Ａ1.00
0 .12上士幌・美蔓系Ａ１．００
０，１０１２十幌・美蔓系Ａ１．００
０．１３トー胎幌・美蔓系Ａ1.00
0.12卜l亨幌・美蔓系Ａ１．００
０．１０上-上幌・美蔓系Ａ1.00
0.08Ｉ全一fg幌・美菖系Ａ1.00
0 . 14卜L- f幌・美蔓系Ａ１‘0０
０-１５上.上幌・美蔓系Ａ１．００
０-１２上-上幌・美茎系Ａ１．００
０．１０k-f舎幌・美芭系Ａ１．００

Ｍｎｘ
１００/Fｅ
3.74
３．７７
3.76
3‘7７
３．８７
3.70
3‘8８
3.75
3.62
3.90
3.89
3-82
3.64
３-７７
3.84
3.73
2.45
3.90
３．７６
３．７６
３．８９
３．８７
３．９５
３，７３
３．８１
３，７８
３，８１
３．７６
３．９３
３．７３
３．７６
３．８８
３．９９
３．９６
３．９２
３．８２
３．８３
３．７１
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Ｍ
即
醜
皿
蜘
麺
加
皿
皿
Ⅵ
皿
皿
叩
皿
皿
叩
皿
皿
皿
皿
皿
剛
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
叩
恥
咽
皿
皿
蜘
如
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Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
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Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｒｂ分率

41,86
40.08
42.20
39.30
４０．０２
38.87
４１‘9２
39.68
40.11
41.11
42.90
40.65
39.76
40.38
39.12
38.61
31.82
39.10
40.87
39.07
39.87
39.10
39.63
41.69
40.96
38.68
39.74
40.41
39.77
40.77
38.37
38.58
40.48
42.33
39.22
40.46
41.53
３９.“
39.92
41.39
42.22
４０‘4１
38.61
40.61
41-92

Sr分率

13.49
15.22
12.08
15.43
15.21
15.86
12.05
14.26
15.26
15.26
14.82
14.57
14.81
14.73
15.52
15.40
25.41
15.32
15.11
15.70
14.64
15‘22
15.87
13.33
14.94
16.68
15.43
15-83
16-34
14.05
14.49
15.97
15-05
12.73
16.21
14,89
14,73
14.95
15.45
14.75
13.03
13.77
15.74
13.77
14-23

Zr分率

25.71
26.45
26.02
27.98
27.27
26.91
26.34
29.06
26.62
27.39
23.78
26.43
28.42
26.65
26.84
27.83
29.44
27.87
25.72
26.84
27.10
2748
25.37
26.30
26.39
24.85
26.81
26.08
25-68
27.21
28.77
26.51
26-92
25.21
25.51
26.49
24,99
27.06
28.12
24.34
24.11
28.18
27.79
26.80
24-25

距離

1２

報告書
23-9

遺構・層位

５号住

候補２

赤石山系

率

０
確
叩

距離

３８

器種

掻器
掻器
掻器
掻器
石核
石核
襖形石器
忘核
掻器
祇器
掻器
石核
石核
石核
石懐
石核
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
掻器
石核
石核
石核
石核
石核
掻器
掻器
石核
石核
石核
石核
掻器
掻器
石棲
石核
石核
石核
撞器
石核
石核
模形石器
布棲
掻器

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
系
蕊

蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
蔓
皇
室
喜

美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
美
菫

西青森系
赤石111系
西青騨系
西青森系
西青森系
赤石山系
両青森系
西青森系
西青森系
赤石山系
赤石111系

西青森系
西青森系
西青森系
名寄系Ａ
西青森系
西青森系
両青森系
西青森系
西青森系
両青森系
赤石山系
西青森系
西青森系
西青森系
西青森系
西青森系
赤石山系
西青森系
西青森系
赤石山系
赤石111系
西青森系
西青森系
赤石山系
西青森系
西青森系
赤石11l系
赤石山系
西青森系
両青森系
赤石[１１系

5号住
5号住
5号住
ｐＩＴｌＯ
ＰＩＴ３２
ＰＩＴ３２
ＰＩＴ３６
ＰＩＴ３７
ＰＩＴ３７
ＰＩＴ３８
ＰＩＴ４０
ＰＩＴ４０
ＰＩＴ４０
ＰＩＴ４１
ＰＩＴ４１
ＰＩＴ４２
ＰＩＴ４６
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４８
ＰＩＴ４９
ＰＩＴ４９
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５５
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５６
ＰＩＴ５９
ＰＩＴ５９
ＰＩＴ６１
ＰＩＴ６１
ＰＩＴ６４
ＰＴＴ６５

０

２

８

０

０

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｍ
叩
船
脚
岨
蛸
凹
岫
哩
岫
蛆
一
皿
皿
卿
皿
蜘
凶
皿
叩
加
叩
叫
皿
帥
叫
凹
叩
岫
叩
叩
叩
皿
加
岫
岫
叫
哩
岨
蛆
蛆
凹
皿
蜘

０
８
０
３
４
岨
晦
６
略
岨
１
’
２
３
４
３
５
６
２
２
２
０
８
３
２
１
３
７
５
８
５
０
４
６
１
４
４
０
６
８
３
８
３
７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

0.00
0‘08
0.02
0.00
0.00
0.01
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00
0.00
０．００
０．００
０．００
0.00
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.００
０．００
０．００
０．００
０．００
０．００
０．００
０-００
０．００
０．００
0.00
0.00
０．００
０．００
０．００
０．００
，-０ｍ

蝿
鴫
聰
鵲
野
溺
鋤
剛
弱
蝿
醜
一
蛇
鎚
虹
雌
甜
型
鵠
制
鞭
躯
舗
鞭
剖
輔
躯
盟
別
刷
刷
詔
醐
輻
別
刷
印
銅
艶
艶
妬
踊
副
砠

１

23-10
23-11
23-12
42-10
43-4
43-5
44-1
44-3
44-4
４４-６
４５-３
４５-４
45-5
45-7
４５-８
46-1
46-5
46-13
46Ｆ14
46.15
46-16
46.17
46-18
46-19
４７-２
４７-３
47-15
47-16
４７-１７
47-18
47-19
47-20
４８-３
４８-４
４８-５
４８-６
４８-７
４８-８
４９-４
４９-５
49-11
49-12
４９-１４
49-17赤石山系
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4０ 5０ 6０

興津遺跡の判別図(Rb分率;JSX-3201)

』名寄系
●十勝石沢系
生田原系

●所山系
團旭川系
▲上士幌系
ロ赤井川系
一小泊系
x岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

』名寄系
●十勝石沢系

○赤石山系
⑬社名淵系
○赤石山系
⑬社名淵系
<､置戸山系
◆ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系
擢豊浦系
×西青森系
米深浦系
一北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆興津遺跡

'’７
◆ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系
擢豊浦系
×西青森系
米深浦系

●所山系
團旭川系
▲上士幌系
ロ赤井川系
一小泊系
ｘ岩木山系

系蔵

系野》１１一系塞露郡蘇
1.2

×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

-北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆興津遺跡 北上

７０

（ヱ芯堅）即○１弓
美暮系Ｂ

壮琴 魁 Ｉ系Ｂ
プ系
Ｉ系Ａ

山系

諒系剖口賠旬 置戸 ショ

0.2

上士幌･美蔓系A,赤井川系滝川系Ｂ
０．３

1０ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ｓ ０Sr分率(）

興津遺跡の判別図 ( S r分率 ; J S X - 3 2 0 1 )

図２興津遺跡出土資料の判別図
Fig.２DiscriminationdiagramsofthematerialsfromtheOkotsusite

3５

○赤石山系
⑳社名淵系
<､置戸山系
◆ケショマップ系
襲滝川系
込美蔓系
灘豊浦系
×西青森系

⑳男鹿系！
山 系 ＝ ‘ ，

- 北 上 系 睡 勤 繍 タ×深浦系

と=瀦系十湯の倉系
十土蔵系
◆興津遺跡

社名淵系，旭川A･滝ｌｌＩ系Ａ喜嶬§
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1８ 』名寄系
●十勝石沢系
生田原系

ぐ所山系
ロ旭川系
Ａ上士幌系
ロ赤井川系
一小泊系
×岩木山系
×男鹿系
一月山系

○赤石山系
･社名淵系
<､置戸山系
◆ケショマップ系
■滝川系
塾美蔓系
雇豊浦系
×西青森系
ｘ深浦系
＝北上系
十湯の倉系

駒男鹿系1６

１４

１２ (登託系
＋土蔵系
◆三津浦遺跡

一色麻系
十馬場町北系

０

：

⑭里（三三×巨三

L

社名淵系，
旭川Ａ・滝川系Ａ

ｕ 噌唯§伝 庭 室６

４

’２(）
’２(） ３０

Rb分率
４０ 5０ 6０1０(）

’
三津浦遺跡の判別図(Rb分率;JSX-3201)

」名寄系
●十勝石沢系
生田原系

今所山系
ロ旭川系
▲上士幌系
ロ赤井川系
・小泊系
米岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

○赤石山系
ｏ社名淵系
ぐ置戸山系
◆ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系
糠豊浦系
×西青森系
×深浦系
一北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆三津浦遺跡

1.7

Ｃご笄蔵系
’
１
Ｉ 士1.2

’馬場町北系湯の

索宗北上

７

（望む」）即Ｑ］

色麻系
美蔓系Ｂ

Ｉ系Ｂ
プ系
I系Ａ

d
可

０．２ 系山

0.3
2 ( ） ３ ０ＳSr分率 ５０iＯ 4００

三津浦遺跡の判別図 ( S r分率 ; J S X - 3 2 0 1 )

Ｉ剛３二津浦遺跡出ｔ資料の判別凶
Fig.３DiscriminationdiagramsofthematerialsfromtheMitsuurasite
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1８
｜

嬢
△名寄系
●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
画旭川系
曇上士幌系
画赤井川系
”小泊系
×岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系

△名寄系
●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
画旭川系
曇上士幌系
画赤井川系
”小泊系
×岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

ｃ赤石山系
。社名淵系
◇置戸山系
拳ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系

…灘豊浦系
×西青森系
瀕深浦系
…北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆河原遺跡

ｃ赤石山系
。社名淵系
◇置戸山系
拳ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系

麺灘豊浦系
×西青森系
瀕深浦系
…北上系
十湯の倉系
十土蔵系

男鹿系く
1６

ｉ
ｉ
ｉ………一------↑

’
１

. ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ｰ ﾛ ﾛ … ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ , Ｉ

1４

礁１勺
且竺

--…-…-……-…-…-------'-------------
リ

０

８

６

４

今

ム

ー

⑭』｛つつ『×目二二

ー 巴 麻 示

十馬場町北系 ◆河原遺跡

|-滝崎§Ｒ
_ 一 一 望 一 一 一 一 一 一噛 蝋北上玉

： ､ 着馬場

土蔵
恩Ｉ厚糸-

小泊系
“ マ グ 疸 繩 、 - ̅ - ノ ・

深浦系名 A,

(）
5０ 6０2０ ３０

Rb分率
４０1００

河原遺跡の判別図(Rb分率;JSX-3100s)

1.6 ;
1

△名寄系
●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
ロ旭川系

●赤石山系
･社名淵系
◇置戸山系
参ケショマップ系
■滝川系 - 土蔵系

１．２ △美蔓系
鎌豊浦系
×西青森系
潔深浦系
零北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆河原遺跡

一一一▲上士幌系
ロ赤井川系
一小泊系
×岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

系 獅馬場町北

北上系B琴湯の倉系
0.8

４０

（】もこ如○目
鵬Ｂ北上！

" 鐸づ梁浦系 美蔓系B=（
ケショマップ系
川Ａ･滝川系Ａ
畠浦系

生田原
名寄系B-
- 山系'所山系

系B一一一
…

０
月山系I7f4̅"毫肺I鴎

上士幌･美蔓系A,赤井川系

十勝但崎／
赤石山系 Ｉ

０．４
2 ０ ３ ０Sr分率 4０ ５００ 1０

河原遺跡の判別図 ( S r 分率 ; J S X - 3 1 0 0 s )

図４河原遺跡出土資料の判別図
Fig.４DiscriminationdiagramsofthematerialsfromtheKawaharasite
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二

一

o赤石山系
o社名淵系
◇置戸山系
今ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系
鵜豊浦系
×西青森系
K深浦系
＝北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆伊茶仁チシネ遺跡

△名寄系
●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
ロ旭川系
▲上士幌系
ﾛ赤井川系
小泊系

×岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

1８
Ｉ

○男鹿系
1６

■滝川系
△美蔓系
鱗豊浦系
×西青森系
氏深浦系
…北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆伊茶仁チシネ遺跡

ロ旭川系
▲上士幌系

一ロ赤井川系

小泊系
×岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

1４ 山 票鰹 ご≦雲ダ１２
獣月山系

０

８

６

４

勺

皇

０

１
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一
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を篭皇系
齢 農,小泊系
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系A,
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上士幌
西青森
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５０ ６０４０

伊茶仁チシネ遺跡の判別図(Rb分率;JSX-3100s)

1.6 △名寄系
●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
ロ旭川系
▲上士幌系
ロ赤井川系
一小泊系
ｘ岩木山系
×男鹿系
一月山系
一色麻系
十馬場町北系

○赤石山系
o社名淵系
◇置戸山系
参ケショマップ系
■滝川系
△美蔓系
鍵豊浦系
×西青森系
※深浦系
…北上系
十湯の倉系
十土蔵系
◆伊茶仁チシネ遺跡

●十勝石沢系
生田原系

◇所山系
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表９ 興津遺跡出土資料における器種と原産地の対応
sourcesamongthematerialsfromtheOkotsusiteTable９ Correlationofstonetooltypesandobsidian

石 錐 尖 頭 器 両 面 調 整 石 器 掻 器 削 器 有 柄 石 器 石 錐 石 匙 模 形 石 器 石 核 小 計
ｋ 十 幌 ・ 美 薑 系 A 1 ９ ２ ３ １ ５ ２ ２ 1 ６ ７ ７
美蔓系Ｂ
所III系
置戸山系
I-勝石沢系

４ ６ １ ７ ８ １ 2７

２ ２

赤石11l系
小計

１
２ ６ ８

１

４ 1 ５ ２ ９ ２ ４ １

表1０ 三津浦遺跡出土資料におけ畠器種と原産地の対応
TablelOCorrelationofstonetooltypesandobsidiansourcesamongthematerialsfromtheMitsuurasite

石 錨 尖 頭 器 両 面 調 整 石 器 掻 器 削 器 有 柄 石 器 石 錐 石 匙 喫 形 石 器 石 核 小 計
上 士 幌 ・ 美 薑 系 A ４ ４ ６ １ １ ２ ５
美蔓系Ｂ
所山系
置戸山系
．+-勝石沢系

赤石山系
小計

５ １ ４ １ ３ 2３

１

１

１
１

１

１

５ １ ０ ２ ４

表11 河原遺跡出土資料における器種と原産地の対脳
Tablel lC･rrelationofstonetoo1typesandobsidiansourcesamongthematerialsfromtheKawaharasite

石 鑑 尖 頭 器 両 面 調 整 石 器 掻 器 削 器 有 柄 石 器 石 錐 石 匙 模 形 石 器 石 核 小 計
上 十 幌 ・ 美 篁 系 A ２ ２ １ ５
美蔓系Ｂ
所山系
置戸山系
十勝石沢系
赤石山系

］ ２ ３

１ １ ２

小計 １ ２ ３ ２ ２

表１２ 伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡出士資料における器種と原産地の対応
Tablel2Correlati･nofstoneto･ltypesandobsidiansourcesamongthematerialsfromthelchani-chishinesite

石 錨 尖 頭 器 両 面 調 整 f i 器 掻 器 削 器 有 柄 石 器 石 錐 石 匙 模 形 石 器 石 核 小 計
上 士 幌 ・ 美 薑 系 A 1 ５ ６
美蔓系Ｂ
所山系
置戸山系
十勝石沢系

２

２

７ ９

２

２

１ ９

４

３

２１

１

赤石山系
小計

２
１３２５

１
２

３
５

表１３ノ トロ岬遺跡出土資料に おける器輔と原産地の対応
Tablel3Correlati･nofstonetooltypesandobsidiansDurcesamongthematerialsfr･mtheNotoro-misakisitE

石 錐 尖 頭 器 両 面 調 整 石 器 掻 器 削 器 有 柄 石 器 石 錐 石 匙 模 形 石 器 石 核 小 計
上 士 幌 ・ 美 薑 系 A 1 ８ ２ ２ ３ ４ ３
美蔓系Ｂ
所山系
置戸山系
十勝石沢系
赤石1I1系
小計

１ １

1９ ２ ２ ３
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％)，所山系が23点（46％)，十勝石沢系が１点（２％)，

赤石山系が１点（２％）となった。上士幌・美蔓系Ａ

と所山系が拮抗していることがわかる。わずかだが赤石

山系や十勝石沢系の利用も認坊られる。器種との対応関

係をみてみ患と，石鍍や削器，有柄石器では，上士幌。

の７割に達し，興津の上士幌・美蔓系Ａと同じ程度の

比率になる。
３）器種に応じた利用原産地の違いに着目するならば，

石鑑と掻器に関しては上士幌・美蔓系Ａの比率が高い

石器群（興津・三津浦・河原）が認められた。また石器

群全体としては所山系の利用が多いなかで，石鑑と掻器
にのみ上士幌・美蔓系Ａの利用が認坊られた石器群も

あづた（伊茶仁チシネ)。興津と三津浦では，赤石山系

美蔓系Ａと所山系の拮抗状況が確認できるの に対して，

掻器は興津遺跡の場合と同様に上士幌・美蔓系Ａの利

用が多い。

河原遺跡出土資料に関しては，分析点数が少ないため

傾向の評価は難しいが，判別が可能であった測定資料
１０点のうち，上士幌・美蔓系Ａが５点(５0%),所山

系が３点(３０%),赤石山系が２点(20%)となってい

と十勝石沢系の利用は石鎌のみに認坊られたｃ

４）削器，有柄石器，尖頭器，両面調整石器は，いずれ

の石器群でも共通した利用原産地の構成を示していた。

５）分析試料数が少ない河原遺跡を除き，興津・三津浦・

伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡では，石鑑・掻器と削器・
両面調整石器・尖頭器・有柄石器は異なる原産地の利用

構成を示していた。ノトロ岬では，そうした器種と原産

所山系や赤石山系の利用が一程度認められた。ろ。

伊茶仁チシネ第一竪穴群遺跡の出土資料に関しては，

判別が可能であった測定資料45点のうち，上士幌・美

蔓系Ａが６点(１３%),所山系が２９点(６４%),置戸

山系が４点（９％)，十勝石沢系が３点（７％)，赤石山

系が３点（7％）となった。所山系の比率が高く，置戸

山系が利用されている点も注目されるが，一方で上士幌・

美蔓系Ａや十勝石沢系赤石山系の黒曜石の利用も認

められた。器種との対応関係という点では，石鎌や掻器

には上士幌・美蔓系Ａの利用が認められた。削器や石

錐とは異なる傾向を示していると理解できる。

ノトロ岬遺跡出土資料に関しては，測定資料45点の

うち判別が可能であった４４点では，上士幌・美蔓系Ａ

が４３点（９８％)，美蔓系Ｂが１点（２％）であった。

両系は「十勝地区」に含まれる。利用が特定の原産地に

限られており，器種に応じた原産地利用の異なりは見出

せなかった。

以上の分析結果をまとめる。

１）興津遺跡，三津浦遺跡，河原遺跡，伊茶仁チシネ第
一竪穴群遺跡では，複数の原産地に由来する黒曜石が確

認されたのに対し，ノトロ岬遺跡のほとんどの資料は単
一の原産地に由来する黒曜石であった。

２）全体的な比率をみると，三津浦遺跡と河原遺跡では

所山系と上士幌・美蔓系Ａが拮抗していた。それに対

し，興津遺跡では上士幌・美蔓系Ａが，伊茶仁チシネ

第一竪穴群遺跡では所山系が主体となる構成となってい

た。伊茶仁チシネでは所山系と置戸系を合算すると全体

地との対照的芯組み合わせの傾向は見出せない。

５．考察

最近報告された釧路町天寧１遺跡（鈴木編:2011)で

は，縄文時代晩期後葉の緑ヶ岡式期や続縄文時代１期の

興津式期に帰属する石器群での黒曜石の原産地推定分析

が，蛍光Ｘ線分析装置を用いて実施され，データが得

られている（竹原：2011)。その結果によれば，緑ヶ岡

式期では「ナイフなどの大型石器には置戸産が，小型石

器の多くが置戸産で，一部上士幌産が利用され」（鈴木

編：2011）ており，置戸産黒曜石の原石形状は角礫，上

士幌産黒曜石は転礫であった。次の興津式期においても

同じような利用傾向が確認されている。天寧ｌ遺跡で指

摘された， ①複数の原産地に由来す患黒曜石が利用され

ていること，②主体的に利用されているのが所山産であ

ること，③上士幌産は石錐や掻器，小形の石核に限られ，

他の「ナイフ」などの器種は所山産によって占められて

いること，などは本稿で確認してきた続縄文時代前半期

の傾向とも共通する点がある。

以上のデータも勘案して分析結果の考察を進砧ていき

たい。分析した遺跡では，十勝地区や置戸地区から産出

した黒曜石が多く利用されていることが判明した。総じ

て白滝地区の黒曜石の利用比率は低い。このことは，当

然ながら分析した遺跡の位置も関係しているが，釧路。
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道東部においてもみられたといえよう。Ⅳ期までは，量

的な比率が変動しながらも，系列に応じて異なる原材を

確保できるよう複数の原産地へのアクセスが維持されて
いたのが,V期になるとそれが消失したことIこなる。

筆者は前稿（高倉:２００９など）において，石器群の

器種とその組成（トゥールの小形化・器種の減少)，黒

曜石の採集ゾーン（河川の中・下流域を中心とするゾー
ンへの変化)，石器製作工程（剥片剥離における両極打

撃法の役割の増加）が，Ⅲ期とⅣ期との間で相互に連動
して変化していることを指摘した。そうした連動的な変

化に時間的には後出して，黒曜石の入手を坊ぐ墨社会的

ネットワークに変化が起こっていたことになる。Ⅳ期に

生じた諸現象の変化は，石器から鉄器に置換していく途

上の状況に関係し（高倉:２００８など),V期で鉄器の普

根室地域からは白滝地区産の黒曜石へのアクセスが制限
されていた可能性も考えねばならないであろう。今後，

オホーツク海沿岸あるいは北海道中央部の遺跡で分析デー

夕を蓄積し，比較をおこなっていく必要がある。

縄文時代晩期後葉から続縄文時代Ⅳ期までの石器群に

おいて，石鎌・掻器と削器・両面調整石器・尖頭器・有

柄石器は，排他的というわけではないが，相互に異なる

原産地に由来する黒曜石が用いられる傾向があることが

わかった。ライフヒストリーの起点に相当する利用原材

の差異がこれらの器種間で確認されたことは，筆者（高

倉:2008,2009など）が指摘してきた当該段階におけ

畠石器群の系列構成，すなわち，相対的に小形の原石を

用い，両極打撃法を多用しながら剥片剥離をおこない，

石鑑や掻器な どの小形の剥片石器の素材供給をおこなう

系列（系列I),相対的に大形の原石を用い，主にフリー
フレイキングによって剥片剥離をおこない，削器など大

形の剥片石器の素材供給をおこなう系列（系列Ⅱ)，と
いう系列分化に関する理解が，原材の段階にまで遡及し

て成立しうることを示している。

その一方で，両面調整石器製作工程（高倉:2009)を

経て製作される両面調整石器や尖頭器には，削器など系

及が達成された時‘点で生じた社会的ネッ トワークの変質

が反映されていると評価できる。

Ｖ期の石器群における黒曜石を用！､た剥片石器のリグ

両極打撃法を多用する単一の系列によってクションは，

運用され。！運用され，掻器の製作と使用に偏向することが大きな特

徴となっていた。前段階までの石器群との関係性という

点からみれば，これはⅣ期の石器群までに認められた系
列ＩのみがＶ期まで残存していた，ということになる列Ⅱから産出される剥片石器と同一原産地の黒曜石が利

用される傾向があることがわかった。このことは，両者
が同じ原材を共有していた可能性を強く示唆しており，

原石から直接割り出しがなされた一部の両面調整石器を

(高倉:2008)。 晩期後葉からⅣ期までの石器群において，

掻器には上士幌・美蔓系Ａがよく用いられていること

と,V期のノ トロ岬遺跡出土石器群において黒曜石の原

除けば， 製作工程の進行途中で相互の分岐が生じたとの 産地が上士幌・美蔓系Ａにほぼ一元化されていること

理解が可能であろう。

分析の結果から，北海道東部の縄文時代晩期後葉から

相互に関連性のある現象なのであろう｡ 網走地域のは，

動向は不明だが，少なくとも釧路・根室地域においては，

続縄文時代Ⅳ期にかけての石器群においては， 複数の原 前段階までの石器群にみられた掻器製作にかかわる剥離

産地に由来する黒曜石が利用されていたこ 技術とそれに結びついた原材の入手ルートが,V期まで

踏襲されていたと考えられる。

とがわかった。

紬（上士幌・

・複数のルー

それに対し,V期になるとほぼ単一の原産地（上士幌・

美蔓系A)に収散する状況が確認された。複数のルー

トを介した入手から，単一のそれに置き換わっていたこ

とになる。北海道中央部でも，Ⅳ期になると単一の原産

地（赤井川産）に由来する黒曜石の比率が高くなるもの

の，それでも依然として複数の原産地に由来する黒曜石

が利用されていたのが,V期になると単一の原産地（赤

井川産）に収敵する変化が想定されている（鈴木:2004,

高倉:2006,2011など)。これと同じような動向が北海

６．おわむに

本稿では，続縄文時代に帰属する北海道東部の５遺跡

から抽出された黒曜石製石器資料を対象とした蛍光Ｘ

線分析法による原産地推定分析の結果を示した。 そして，

利用原産地の構成とその器種との対応関係に焦点をあて，

考察をおこなってきた。結果的に，Ⅳ期からＶ期への段

階で，黒曜石の利用原産地の構成や器種との対応関係に
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大きな変化が起こっていることが明らかとなった。

今後は，北海道東部と|司様に多くの黒曜石製石器が確

認されている北海道中央部の石器群に関しても原産地推

定分析を実施し，利用原産地の構成や系列との対応関係

の問題を検討・比較していきたい。それにより，続縄文

時代に生じた社会的ネットワークの変化のプロセスを究

明する手かがりが得られ葛であろう。
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Obs id i anUse in theEp i - JomonPer iod inEas te rn
Hokka ido :ASourceProvenanceStudybyEDXRF
ofArchaeologicalObsidianArtifactsObtainedfrom
theKushiroandNemuroRegions

JunTAKAKURA'),TarouKANNARI２)andShigeoSUGIHARA３)
')ArchaeologicalResearchCenter,HokkaidoUniversity,Kita-11,Mishi-7,Kita-ku,Sapporc060-0811,Japan
2)Organizationf･rtheStrategicCoordinationofResearchandlntellectualProperties,MeijiUniversity,１-４

Sarugaku-cho,Chiyoda.ku,Tokyｏ101-0064,Japan
3)Profess･rEmeritus,MeijiUniversity,1-lKandaSurugadai,Chiyoda-ku,TokyolO1-8301,Japan

ManyobsidianartifactshavebeenrecoveredfromEpi-JomonsitesineasternHokkaido,Japan.

Althoughresearchonsocialnetw･rksrelatedtoobsidianexchangeandtransp･rtinthisregion

canprCvideinsightintoEpi-J･monsociety,onlylimitedattemptshavebeenmadetcestablish

thesourceoftheseobsidianartifactsbasedonexplicitmethodsofidentification.Theaimofthis

paperistopresentthesourcesofarchaeologicalobsidianartifactsobtainedfromEpi-Jomonlithic

assemblagesineasternHokkaidoandtodiscussthesignificanceofidentifyingthesesourcesin

lightofreconstructinglithiclifehistoryandexaminingthesocialnetworksoftheEpi-Jomonpeo-

ple.Thispaperreportsasourceprovenancestudybasedontheanalysisof263obsidianartifacts

obtainedfromsitesatOk･tsu,Mitsuura,Kawahara,Ichani-chishine,andNotor･-misakiineastern

HokkaidobyEnergyDispersiveX-rayFluorescence(EDXRF)analysis・Theresultsshowdrastic

changesinthepatternsofobsidianusebetweentheEarlyEpi-JomonandtheLateEpi-Jomonpe.

riodsintermsofsourcecompositionaswellasthecorrespondingvariationinobsidiansources

inrelationtostonetooltype.TheEarlyEpi-Jomonpeoplemaintainedaccesstomultiplesources

ofobsidianineasternHokkaido.Additionally,differenceswerenotedinthesourceofobsidianbe.

tweenstonearrowheads,end-scrapers,side-scrapers,points,bifacialtoo1s,andtangedstonescrap-

ers.Consequently,thisvariationinthesourceofobsidianartifactsmaycorrespondtospecific

stonetoolsandtheirmanufacturingprocesses.Onthecontrary,theLateEpi-Jomonpeople,whc

exclusivelyproducedend-scrapersfromobsidianroundgravel,reliedonaccesstoasinglesource

ofobsidian･Thepatternsofobsidianusepresentedhere,intandemwiththeimportationofiron

toolsfromHonshu,themainJapaneseisland,provideevidenceforinterpretingtheevolving

hunter-gatherersocialnetworks.
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